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【１】                              

題名 わたしのおとうさんのおしごと 

本人氏名 見原 理莉（みはら りり） 

性別 女 

年齢 ６ 

候補者との続柄 子 

 わたしのおとうさんはしごとをしてくれています。 

ぱそこんぱたぱたしたり、どうぶつのうんちをながしたりするみたいです。おとうさんはがんばっ

ています。だいすきです。 

 



【２】                              

題名 わたしのおじいちゃん 

本人氏名 吉田 梨央（よしだ りお） 

性別 女 

年齢 ７ 

候補者との続柄 孫 

 わたしのおじいちゃんは、あさはやくからよるおそくまで、あついときも、さむいときも、おしご

とをがんばっています。 

 おしごとをがんばって、からだがいたいときは、かたをもんだりマッサージをしてあげます。そし

たらおじいちゃんは「ありがとう。きもちいいよ」といってくれます。 

 おやすみのときドライブしてたら、「きたうらのトンネルのいたんだところは、じいちゃんがしゅう

りしたんだよ」といってました。すごいなぁとおもいました。 

 わたしは、おしごとをがんばって、あそんでくれるやさしいおじいちゃんがだいすきです。 

これからもげんきにおしごとをがんばってほしいです。 

 わたしともたくさんあそんでほしいです。 

 



【３】                              

題名 パパはだいくさん 

本人氏名 吉田 美海（よしだ みう） 

性別 女 

年齢 ７ 

候補者との続柄 子 

 わたしのパパのおしごとは、だいくさん。おしごとから、かえってきてだっこをしてもらうとすご

くきのにおいがします。 

「パパ、きのにおいがする」と、わたしがいうと「パパのつくってるおうちは、きをいっぱいつか

ってるからね。」とおしえてくれました。 

 わたしたちがすんでいるおうちにも、きがいっぱいです。わたしたちがしあわせにくらせるように

パパがおうちをつくってくれました。すごくうれしくて、たからものです。だから、パパがつかれて

いるときは、おとうととかたをもんだり、マッサージをしています。そうするとパパもうれしいとい

います。 

 これからも、きのおうちをいっぱいつくってほしいです。おうちをつくるパパのおしごとは、と

ってもカッコイイです。 

 



【４】                              

題名 お父さんの仕事 

本人氏名 吉川 さくら（よしかわ さくら） 

性別 女 

年齢 ７ 

候補者との続柄 子 

 わたしのおとうさんは、山のおしごとをしています。山のおしごとは、ゆきがつもっててたいへん

そうです。だけどお父さんはがんばっています。そしてゆきをどかしてがんばっています。さむいな

かおしごとをしてたいへんそうです。 

けどなつはすごくあついです。かいしゃにもどってもパソコンでおそくまでやっています。早くお

うちにかえってきたらいっぱいあそんでくれます。わたしは、お父さんがだいすきです。 

 



【５】                              

題名 わたしのおとうさん 

本人氏名 君山 凛（きみやま りん） 

性別 女 

年齢 ７ 

候補者との続柄 子 

わたしのおとうさんは、ガラスを入れるおしごとをしています。びょういんや学校、ビル、マンシ

ョンの大きなたてもののガラスを入れています。わたしは、まだおとうさんがガラスを入れていると

ころを見たことがありません。 

おとうさんは、あさ早くしごとにいき、よるおそくかえってきます。まいにちつかれてかえってく

るので、なかなかあそんでもらえません。でもやすみの日は、バドミントンやなわとびをいっしょに

やってくれます。なつやすみやふゆやすみはおやすみをとってくれて、おんせんにつていってくれる

やさしいおとうさんです。 

わたしは 4 月からにいはりがくえんぎむきょういく学校にかよいます。この学校はおとうさんがガ

ラスを入れた学校です。どんなガラスをどこに入れたのか見るのがとてもたのしみでワクワクしてい

ます。おともだちにもおとうさんがガラスを入れたんだよとおしえてあげようとおもいます。 

おとうさん、まいにちおしごとがんばってくれてありがとう。なつやすみはまたうみにつれていっ

てね。いっしょにかいがらをたくさんひろって、ちょきんばこづくりをしようね。たのしみにしてい

ます。 

 



【６】                              

題名 おじいちゃんのしごと 

本人氏名 丸山 瑛人（まるやま えいと） 

性別 男 

年齢 ７ 

候補者との続柄 孫 

 ぼくのすんでいるながおかは、ふゆになるとゆきがいっぱいふります。ぼくは、スキーやゆきがっ

せんをしてあそびます。 

 あそぶとたのしいゆきも、どうろにつもるとたいへんです。どうろのゆきは、しょうせつパイプの

水でとかします。おじいちゃんは、その水を出すためのいどをほるしごとをしています。 

 きょ年、ぼくのいえのいどがふるくなったので、おじいちゃんがなおしにきてくれました。おじい

ちゃんは、大きなクレーン車にのってきて、こわれたポンプをとり出しました。いどの中をしらべて

そうじをして、あたらしいポンプをいれました。そのあと、ちゅう車じょうにパイプをならべてあな

をあけました。さいごにおじいちゃんがスイッチをいれると、パイプからいきおいよく水が出てきま

した。 

 おじいちゃんのしごとは大へんそうだったけど、一人でしていてすごいとおもいました。ぼくはし

ごと見ているのがおもしろくて、なんかいも見にいきました。 

 しょうせつパイプがあるから、ぼくのいえのゆきかきはかんたんです。ぼくのいえだけじゃなく

て、たくさんの人をたすけているので、おじいちゃんのしごとはとってもたいせつです。おじいちゃ

んには、これからも元気にしごとをがんばってほしいです。 

 



【７】                              

題名 ちはるお姉ちゃんのおしごと 

本人氏名 甲斐 俊ノ介（かい しゅんのすけ） 

性別 男 

年齢 ７ 

候補者との続柄 甥 

ぼくのおばさんはお家のかべ紙をはっています。かべ紙をはる前とはった後のお家はぜんぜんちが

います。黄色いかべが、ちはるお姉ちゃんがかべ紙をはるとちがうへやみたいにかわってビックリし

ました。 

前に、かべ紙をはっているしごと場につれて行ってもらいました。いつもあそんでくれるやさしく

ておもしろいちはるお姉ちゃんと、かべ紙をはっている時のちはるお姉ちゃんはちがっていました。

かべ紙をはっているちはるお姉ちゃんはすごくかっこよかったです。たくさんのへやのかべ紙をどん

どんはっていって、黄色のかべからいろんな色のかべにかわっていきました。天じょうをはる時は、

高いところにものぼってすごかったです。 

ぼくのお家のかべ紙も、ぼくが生まれる前にちはるお姉ちゃんとおじいちゃんがはってくれました。

ぼくはそれを聞いてとてもうれしかったです。とても気に入っています。こんなことができるちはる

お姉ちゃんはすごい人だと思います。 

ぼくも大人になったら、人によろこんでもらえるようなしごとをしたいです。 

 



【８】                              

題名 わたしのお父さんはえらい人 

本人氏名 齋藤 彩世（さいとう さよ） 

性別 女 

年齢 ９ 

候補者との続柄 子 

わたしのお父さんは、おしごとがとてもいそがしいです。 

でもお休みの日は、いっしょにおでかけしてくれます。 

このまえもカラオケにいってくれました。 

お父さんの車でいきました。 

いせじんぐうにもつれて行ってくれました。 

ほんとうにやさしいお父さんです。 

わたしのお父さんはおしごとをたくさんはたらいています。 

わたしは、お父さんを、おうえんしています。 

がんばってねお父さん。 

たくさんがんばってね。大すきなおとうさん。 

 



【９】                              

題名 わたしのお父さん 

本人氏名 原 友香（はら ともか） 

性別 女 

年齢 ９ 

候補者との続柄 子 

「いってきます。」 

毎朝、わたしのお父さんはそう言ってしごとにでかけていきます。わたしのお父さんは大工さんな

ので、いつも朝は早いです。 

わたしはお父さんに「いってらっしゃい。」といいたいので朝早くおきます。 

あつい日もさむい日も、お父さんはしごとにいくのですごいなぁと思います。 

お父さんといっしょに、にだんベッドを作ったときとてもすごいなぁと思いました。木の切り方や

いろいろなどうぐをつかってさぎょうしているすがたがかっこいいなぁと思いました。 

やすみの日は、公園にいったりかいものにいったり、とてもやさしいお父さんです。夕ごはんも作

ってくれたりして、おいしかったです。 

いつもわたしたちのために、がんばってくれてありがとう。 

いつもあそんでくれてしごともがんばっているお父さんが大スキです。 

 



【１０】                              

題名 私のお父さん 

本人氏名 野田 幸芽（のだ こうめ） 

性別 女 

年齢 ９ 

候補者との続柄 子 

私のお父さんは、電話線工事をしています。外の仕事なので、夏はたくさん汗をかいて暑いし、冬

は風がつめたくて手がいたくなるそうです。 

ある日、学校の前で仕事をしているお父さんを見つけました。友達みんなで 

「がんばってね。」 

「落ちないように、気をつけてね。」 

と声をかけました。お父さんは、 

「ありがとう。」 

とえ顔で手をふってくれました。友達も、 

「お父さん、すごいね。かっこよかったね。」 

と言ってくれました。ちょっとうれしかったです。 

でも、もっとすごいと思った事があります。 

それは、 

仕事のぎじゅつの大会です。さいしょに、よせんの大会があり、二年連続でゆう勝しました。 

ゆう勝したので次は、全国の大会へ行きました。 

大会の前は、れんしゅうをたくさんしていました。少しつかれていたので心配したけど、チームで 3

位をとってメダルと、しょうじょうを持って帰ってそのメダルと、しょうじょうと写真は家のリビン

グにかざっています。家に遊びに来た人が見てくれるようにです。私が言う事を聞かなかったりする

とおこってこわいけど、 

いつもがんばって仕事をしているお父さんは私のじまんのお父さんです。これからもケガをしないよ

うにして下さい。 

 



【１１】                              

題名 おじちゃんのいい所 

本人氏名 伊藤 桃華（いとう ももか） 

性別 女 

年齢 ９ 

候補者との続柄 姪 

わたしにとって、きよのおじちゃんのいい所は、一回したやくそくは、ぜったいにまもってくれた

り、たいへんなお仕事でもがんばってくれる所です。たんじょう日の前に、一りん車を買ってくれま

した。学どうで、一りん車をするので、家でもしたいと、思ったので、おじちゃんにたのむと買うや

くそくを、してくれました。ほかにも、いい所は、たくさんあります。おじちゃんは、とってもたよ

りな所が多くて、やさしい人です。 

おじちゃんは、あたまもとってもいいし、それに走りがじょうずです。でも、一ばんじょうずだと思

うのは、おじちゃんがしているお仕事です。おじちゃんは、家のために、たいへんだけどいろんなお

仕事をしてくれています。たまには、たくさん体を休めてほしいです。 

でも、家のためにがんばって、お仕事をしてください。でも、たまに、いつかおじちゃんといっしょ

に遊んだりしたいと思う時があります。 

 



【１２】                              

題名 私のパパ 

本人氏名 森川 蒼生（もりかわ あおい） 

性別 女 

年齢 ９ 

候補者との続柄 子 

 私のパパはクレーンの運転をしています。仕事がいそがしいので、たまにしか、お家に帰ってきま

せん。パパが帰ったら、夜だけど、ちょっと遊びます。夜は、パパの夕ごはんだけどおすしを、いっ

しょに食べます。そして、学校であったことをパパに話します。土曜日の朝のスイミングについて来

てくれることもあります。パパと遊んで一番楽しい時は、パパといっしょに買物に行く時です。なぜ

かというと、私の好きな物とかを買ってくれるからです。パパが一生けんめいはたらいてくれるから、

好きな物を買ってもらえます。これからも家族のために、がんばってはたらいてほしいです。体に気

をつけて、元気でいてほしいです。 

 



【１３】                              

題名 ぼくのお父さん 

本人氏名 山内 誠也（やまうち せいや） 

性別 男 

年齢 ９ 

候補者との続柄 子 

ぼくのお父さんは、建設現場で働いています。「橋」をつくる仕事をしています。小学３年生の時、

お父さんの働いているところを見学しに行った事があります。とても大きなクレーン車や、見たこと

もない道具がたくさんありました。このたくさんの道具が集まって、橋ができるのだなぁと思いまし

た。 

橋は、立っているぼくが上を見て、首がいたくなる位、高い所にありました。 

とても暑い日で、お父さんの顔はまっ黒に日焼けをしていました。ぼくも、たくさん汗をかきまし

た。お父さんも、たくさん汗をかいて仕事をしているのだろうな。と思いました。暑い日も、寒い日

も、雨の日も、雪の日も、橋を完成するために、お父さんたちは一生けん命につくっているのだろう

な。と思いました。たくさんの道具と、たくさんの人の手と力を合わせてできた橋は、道と道をつな

ぎます。道はどこまでも続きます。建物や川や、山や、わたれるように橋がつなげてくれて、行きた

い所へ行けて喜ぶ人もたくさんいると思います。 

お父さんたちの、合わせた力でできた大きなものは地図にものって、道をどこまでもつなぎます。

お父さんたちはすごいなぁと思いました。 

お仕事で遠くへ行く日は、会えなくてさびしいけれど、お父さんもがんばっているのでぼくも、が

んばります。 

ぼくが大人になったら、お父さんを、お父さんたちが完成させた橋をわたって、どこまでも続く道を

通っていろいろな所へ連れて行ってあげるよ。楽しみにしていてね。 

 



【１４】                              

題名 がんばるお父さん 

本人氏名 藤澤 弥子(ふじさわ みこ) 

性別 女 

年齢 １０ 

候補者との続柄 子 

 わたしのお父さんの仕事は、けんせつ業の仕事をしています。 

 だけど、わたしは具体的にお父さんの仕事の内容が分かりませんでした。そしたら、お父さんが会

社から、お父さんがやっている仕事の写真をもらってきてわたしに見せてくれました。 

 それは、大雨がふって川がぞう水して、げん場が水ぼつしてしまったそうです。そして、ふっ旧作

業に取りかかったそうです。そのときの作業は、お父さんはショベルカーに乗って川のふっ旧作業を

したそうです。 

 写真を見てわたしは、川の中だけでなく川のまわりの土手みたいなところでショベルカーを操作し

たり、しゃ面がちゃっと急なところで乗ったりしていました。 

 わたしは雪がふると夜中からじょせつに出るお父さんしか知らなかったけど、写真を見ていろいろ

な作業をしたり、急なところでショベルカーを乗ってるお父さんは、すごいと思いました。 

 一年中がんばるお父さん。 

仕事がやだくてもこれからもがんばれお父さん。 

 



【１５】                              

題名 わたしの叔父さんのお仕事 

本人氏名 内田 夢乃（うちだ ゆめの） 

性別 女 

年齢 １０ 

候補者との続柄 姪 

私の叔父さんは電気屋さんです。電気屋さんとはショッピングモールの中に入っている家電やゲー

ムを売るお仕事しか知りませんでした。 

私が初めて叔父さんの仕事を知ったきっかけは、家のテレビが観れなくなったときです。台風の次の

日ぐらいに急にテレビが映らなくなり困っていた時でした。叔父さんが家に来てくれてテレビを映る

ようにしてくれたのです。急に長いハシゴを持ってきて屋根の上に上りはじめたのでびっくりしまし

た。屋根の上に上がって何をするのかなと思っていました。あとで叔父さんが「アンテナと言うテレ

ビを観る機械が屋根の上にあって、その機械が台風の風で動いたせいでテレビが観れなくなったんだ

よ」と教えてくれました。テレビは少し時間がたつと映るようになりました。テレビが観れなくて困

っていたのが、叔父さんが家に来てくれると観れるようになったので、すごく叔父さんに興味がわき

電気屋さんのお仕事の内容を教えてもらったのがきっかけです。テレビを直してくれたので、「テレビ

を売ってるの？」と聞くと「ちがうよ、テレビを観れるようにしたり、テレビの横にあるコンセント

や照明を使えるようにしたり、電気の元となる工事をしている電気屋さんだよ」と教えてくれました。 

私は新しい電気屋さんのお仕事内容をしりました。そして叔父さんのお仕事が生活には、とても大切

なんだなと思いました。だけど、とても高い所にのぼることもあるきけんなお仕事だと分かったので

叔父さんにはこれからも気をつけてお仕事を続けて欲しいなと思っています。 

 



【１６】                              

題名 私のパパ 

本人氏名 小澤 芽依（おざわ めい） 

性別 女 

年齢 １１ 

候補者との続柄 子 

 私はパパが実際仕事を見たことがありません。でも、パパの会社では１０人位はたらいている人が

いて、その人たちを、きっちりと、まとめてくれるのが私のパパです。 

 パパは家でも、会社の事を家族と同じように考えています。 

 一度に仕事がたくさんはいったとしても、社員とれんらくを取りあい人手がたりないときはパパが、

すべてかけつけます。 

 なので私はパパと会えない日が続く事もあります。だけどしごとをがんばっているパパが、すごい

なと思うのでさみしくはなくファイト！と言うきもちになります。 

 私もしょうらいパパみたいに、会社と社員を大切にするかっこよくて、しっかりしているパパみた

いな大人になりたいです。 

 



【１７】                              

題名 お父さんの仕事 

本人氏名 佐藤 星来（さとう せいら） 

性別 女 

年齢 １１ 

候補者との続柄 子 

 私のお父さんは、電話関係の仕事をしています。毎日朝早く会社へ行ってしまい、私が起きる時に

は、もう出かけています。たまに休みの日にも、携帯に電話があり会社に行く事や、あそこの電柱を

見てくると言って出かける事もあります。休みの日なのに出かける時は大変だなぁと思います。お父

さんは電柱を建てたり光ケーブルをひいたりする様な仕事に関わっていると聞きました。休みの日に

出かけた時も、あの電柱が傾いていて危ないとか、線がたれていて危ないとかよく話しています。 

 私は、お父さんが電話関係の仕事をしていて良かったと思います。これからも、危ない電柱やたれ

ている線がなくなる様に、そして多くの人がインターネットや電話が使える様に頑張って欲しいと思

います。 

 



【１８】                              

題名 ぼくから見たお父さん 

本人氏名 坂本 怜央（さかもと れお） 

性別 男 

年齢 １１ 

候補者との続柄 子 

 お父さんに仕事の作文を書けと言われたけど、正直くわしいことはわかりません。 

お父さんは、コンクリートの橋を作っています。仕事するところはいつも遠くて１カ月２回くらいし

か帰って来ないのがほとんどです。だから、さびしい思いもするけど帰って来るととてもうれしいで

す。３年くらい前にお父さんが作った橋を見に行った事がありました。上からのぞくとすごく高くて

“ゾッ”としました。お父さんはこんなこわい所で仕事をしているんだなぁと思いました。「こわくな

いの？」と聞くと「ちゃんと安全なせつびを作るから大丈夫」と言っていました。こんな大きな橋を

作るお父さんはすごいと思いました。 

 家にいる時は、掃除もするし、たまにはごはんも作ってくれます。ぼく達のために遠くまで行っ

て働いてくれるお父さんを誇りに思います。これからもけがのないように働いてほしいです。 

 



【１９】                              

題名 活躍するおじさん 

本人氏名 野村 俊介（のむら しゅんすけ） 

性別 男 

年齢 １２ 

候補者との続柄 甥 

 ぼくのおじさんはお父さんと同じ建設会社に務めていて、ショベルカーや冬には除雪車などに乗っ

て一緒に仕事をしています。今までおじさんがしごとをしてるのを見た事がありませんでした。とこ

ろが去年の事です。夕方のテレビのニュースを家族で見ていたら、お父さんが、「あれはおじさんがう

つっている」っていっていました。そのテレビには雪のふる中でショベルカーに乗っているところが

うつっていました。お父さんに何をしているかと聞くと「南砺市で土砂くずれがあって、道がふさが

ったので、急いで道を作ってるんだよ」って話してくれました。初めておじさんの仕事をみて大変そ

うだなぁと思ったのと、いろんな人の役にたっているんだなぁと少しほこらしく思いました。 

 これからも元気でお仕事して下さい。また家に遊びに来ていろんな話を聞かせて下さい。 

 



【２０】                              

題名 私のお父さんの仕事 

本人氏名 鬼武 陽世（おにたけ ひよ） 

性別 女 

年齢 １２ 

候補者との続柄 子 

 私のお父さんは、橋やトンネルを作ったりする会社に勤めています。お父さんから「土木」という

仕事だと教えてもらいました。 

 私は、家族と出来立ての高速道路に連れて行ってもらい、みんなで出来立てのきれいな高速道路を

歩かせてもらったり、川に作った大きな橋脚を見せてもらったりしました。どの建物もとても大きく、

こんなに大きい建物や道路を二十年以上を作り続けているお父さんを私は誇りに思います。 

 友達に「お父さん仕事なにしてんの？」と聞かれたときにお父さんが作った色々な建物を教えてあ

げると、皆が「凄いなぁ」って言ってくれてうれしくなります。私はそんなお父さんをとても尊敬し

ています。 

 今、お父さんは単身赴任中で週末しか帰ってきませんが、仕事の様子を教えてくれたり資料の映像

を見せてくれたりして、いつも一生けん命がんばっていることが伝わってきます。たまにちいさな火

傷やちょっとしたけがをして帰ってきたりすることもあって、少し心配な時もありますが、これから

も、まずは安全第一で仕事を頑張ってほしいです。 

 



【２１】                              

題名 僕のお父さん 

本人氏名 宮下 颯太（みやした そうた） 

性別 男 

年齢 １２ 

候補者との続柄 子 

僕のお父さんは型枠大工という仕事をしています。型枠大工とは、大きな建物をコンクリートを使

って作る大工です。僕は、小さい時から、お父さんの仕事のトランクに積んである道具を見るだけで

テンションが上がります。現場で仕事をしているお父さんが見たくて、現場が近いとお母さんと弟で

見に行きます。中に入れないけど、作業服にヘルメット、腰袋をつけて仕事をしているお父さんは、

とてもかっこ良くて、僕もあんな風になりたいなぁ。と思います。何も無い所に、図面をもとに建物

を建てる。これは、とても難しい事だと思います。一度現場見学会に行った事があって、そこでイン

パクトを使ったり、針を打ったりしました。そこで作ってる途中の建物も見ました。こうやって大き

な建物が作られていくんだ。すごいなぁと思いました。僕は、今、キックボクシングをやっています。

お父さんは仕事でどんなに疲れていても、練習に付き合ってくれて、相談にも乗ってくれる。週末も

試合があれば一緒に来て応援もしてくれるとても優しいお父さんです。お父さんは大きな会社の賞状

を二回ももらっています。この賞は簡単にもらえる賞ではありません。つまり、お父さんは、それだ

けの実績、努力を認められたということだと思います。友達にも自慢出来ます。 

僕は、大型ショッピングモール、病院、学校などを作るすごくかっこ良いお父さんが大好きです。僕

も大きくなったら、お父さんと同じ型枠大工になって、お父さんと同じ会社で一緒に働きたいです。

そしてお父さんよりすごい型枠大工になりたいです。 

 



【２２】                              

題名 私の祖父 

本人氏名 松岡 悠々（まつおか ゆうゆ） 

性別 女 

年齢 １２ 

候補者との続柄 孫 

 私の祖父は協和道路で働いています。 

けれども実際に、働いている姿を見たことはありません。 

 だけど、いつも色々な現場へ向かっては、機械に乗り、道路の整備をしているという話を祖母や父

からよく聞いています。 

現場によっては帰る時間もバラバラで、いつも大変そうです。それでも、祖父から弱音を聞いたこと

がありません。いつもすごいなと尊敬しています。 

 すごいのはそれだけではありません。 

冬の寒い時期になると、道路の整備だけではなく、雪かきにも行っています。 

雪が多い日はもちろんの事、年末年始も雪かき当番というものがあり、いつ集合が掛かるかわからな

い状況下のもと、新年を迎えたこともありました。 

 雨がふると、現場によっては作業が出来ないため、お休みになることもたくさんあります。その度

に、雨の日は休めていいなと正直思うこともありました。でも祖父は本当の休日ではない限り身体が

休んだ気がしない、と言っていました。 

 いつもどれだけ仕事が大変でも、私を塾へ送ってくれたり、迎えに来てくれたり、ゲーム機やＤＶ

Ｄプレイヤーが壊れても直してくれる優しい自慢の祖父です。 

 これからも、身体に気をつけて、頑張ってほしいと思います。そして私も、部活と勉強の両立を頑

張ろうと思います。 

 最後に、おじいちゃんいつもありがとう。 悠々より 



【２３】                              

題名 わたしのお父さんの仕事 

本人氏名 江藤 満里菜（えとう まりな） 

性別 女 

年齢 １５ 

候補者との続柄 子 

 私のお父さんの仕事は、建設業です。主に建築に関する工事を請け負う仕事をしています。 

お父さんは、朝私が起きる前から仕事に行って、夜七時から八時、おそいときは九時以降に帰って

きます。それを、私が産まれる前十八歳の時から毎日三十年以上つづけています。でも、私はあまり

どこで工事をしたりしているかは、少ししか分かりません。でも、家にはとてもたくさんの賞状があ

ります。だからきっとすごく頑張っているんだろうと思いました。 

家庭の中では、お父さんの仕事についてあまりよく知らないけど、私の友達のお父さんの中にも、

私のお父さんと同じ建設業の方がいて、その友達のお父さんは、私のお父さんの事をよく知っていて

「みんなの中心に立っているゴリラみたいな力持ちな人だ」と話してくれました。それを聞いて、や

っぱり頑張ってるんだなぁ、すごいなぁと思いました。他にも、親戚が、お父さんが携わった建物、

ヤフオクドーム、大学、病院などに連れていってくれました。その中でも、一番びっくりしたのは、

アイタワーという高層マンションです。すごく大きくてびっくりしました。こんな大きな建物をたて

るのはすごいけど、とても危ないと思います。でもだからこそやりがいがあって、いい仕事だからお

父さんは、ずっとつづけているんだろうなぁと思いました。 

だから、これからも安全に気をつけて、四十年、五十年、もっとつづけて、もっとたくさんの賞状を

もらって、頑張りつづけて欲しいと思いました。 

 



【２４】                              

題名 僕のおじさん 

本人氏名 山田 大旗（やまだ たいき） 

性別 男 

年齢 １５ 

候補者との続柄 甥 

 僕のおじさんは建設現場で働いています。 

通学時や友だちと遊ぶ時に何気なく通る道路や堤防等の工事現場で、いろんな工夫をしながら仕事を

されていることを感じました。 

 中学校の一年生の頃だったと思いますが、家族と一緒におじさんが仕事をする工事現場の横を通っ

たところ、昨日まで水が溜まっていたドブ水路の中を、大きい建設機械が動いている。建設機械の中

には、自動車と同じようなナビゲ―ションが付いており、そのモニターを見ながら運転をされていま

す。 

その日の夕食時に工事現場のことをおじさんに尋ねて見ました。 

「水路の中で動いていた建設機械の重さはどれくらいあるの。広い建設現場なのにあまり仕事をして

いる人が少ないね」と言うと。 

おじさんは、一度箸を置き「自分たちが住んでいる大川市や柳川市は、ムツゴロウがいる有明海の

干ガタと同じで、非常に軟らかいため、セメントのような物で固めてから２０ｔクラスの建設機械で

作業をする。今の機械はＧＰＳ機能が付いている建設機械を使用するので人も少なくて済むんだよ｣と

得意そうに話してくれた。 

｢僕達が大人になる時は、無人の機械が自動で仕事をする時代が来るね｣と答えると｢そこまではならな

いと思うね。あまり進んでしまうと、おじさんが付いてけ無くなるからね｣と笑って答えてくれて、楽

しい夕食の時間を一緒に過ごすことができた。 

自分も小学生の頃から物をつくることが好きだったのでリサイクル品などを使用し、自動車や船な

どを作ったことがあるから、おじさんの話を聞いて興味がわきました。 

最後に、ケガや病気をしないで、お仕事頑張ってください。 

 



【２５】                              

題名 私のお父さん 

本人氏名 梅田 萌（うめだ もえ） 

性別 女 

年齢 １６ 

候補者との続柄 子 

 私のお父さんはタイル職人の職長です。毎日、朝早くから夜おそくまで働いています。あまり、お

父さんが仕事をしている時を見たことありませんが、いつもすごくつかれて帰って 

来るので相当がんばってくれているんだなぁと思います。 

 仕事の時にどんな人なのかは分かりませんが、普段はすごく優しいです。仕事が休みなのは日曜日

だけで休みたいと思うけど、日曜日にはいつも色々な所へ連れてってくれます。よく、横浜などへ行

って洋服を買ってもらいます。ほぼ私だけの買い物なのに何も言わず付き合ってくれます。とてもう

れしいです。 

 お父さんの仕事はとても誇りのある良い仕事だと思っています。なので体に気をつけながら、これ

からもがんばってほしいです。 

 



【２６】                              

題名 僕の親父 

本人氏名 田中 郁希（たなか ふみき） 

性別 男 

年齢 １６ 

候補者との続柄 子 

 僕の父は、建設業の現場監督として働いています。 

 僕は父の仕事に興味はありましたが具体的には何をして居るのかと聞かれると詳しくは知りませ

ん。 

 保育園や小学校の頃、父の職場に何度か連れて行ってもらい、重機やダンプカーが置いてあり父の

膝に乗せてもらい運転の真似事をしました。 

 中学校や高校になると、休みの日には時間がある限り部活の試合などの応援に来てくれました。 

 そんな父は毎日朝早くから夜遅くまで一生懸命家族のために頑張って働いてくれています。雨の日

でも関係なく仕事に行ったりもします。 

 僕も将来父と同じ様な職場に就くかもしれません、その時は父と一緒に仕事が出来ればいいなと思

います。 

 これからもケガや病気などしないで頑張って下さい。 

 



【２７】                              

題名 父の仕事 

本人氏名 藤原 穂奈美（ふじわら ほなみ） 

性別 女 

年齢 １６ 

候補者との続柄 子 

 父はどんな仕事をしているのか、「働く」とはどういうことなのか、実はあまりよく分かっていなか

った。子どもの頃から父が仕事に行く姿や仕事について母に話す様子は見ていたのに、「働く」という

ことについて深く考えたことはなかった。私は高校生にもなって、将来のことを具体的に考えること

もせず、ただぼんやりと毎日を過ごしていた。まずいと思った。なんとかしなくてはと思った。そこ

で、最も身近な仕事人である父に話を聞くことにした。 

 父は、建設に携わる仕事をしている。今でも取締役工事部長として経営にも関わっているが、はじ

めは塗装会社に塗装工として入社し、住宅やビル、事務所等の塗装職人として現場作業に従事してい

た。現在は、住宅、ビル、マンションなどの修繕工事の施工管理が主な業務である。また、社内にお

いては後進の育成に注力しているそうだ。 

父に仕事のやりがいを聞くと、「リフォームが完成し、お客様に『きれいにしていただいて、ありがと

うございました』とお声掛けいただいた時にやりがいを感じる。これからは、部下を育て、より良い

会社づくりに貢献していきたい」と語った。 

 今回、父に話を聞いて「働く」とはどんなことなのかが分かってきた。人は、誰かの幸せのために

働く。それが普段の生活ではなかなか見えないような仕事だとしても。 

多くの人は、華やかな職業や表立った仕事にばかり目を向けてしまいがちだ。しかし、私たちの生活

は、数多くの人々に支えられて成り立っていることを決して忘れてはならない。お客様に 150％満足し

ていただける住まいづくりのために今日も父は働いている。 

私は、そんな父を誇りに思うと同時に、父の背中を追い、いつかは抜かせるようになりたいと強く望

む。 

 



【２８】                              

題名 私の叔父 

本人氏名 長谷川 廉（はせがわ れん） 

性別 男 

年齢 １７ 

候補者との続柄 甥 

 「ブーン」雪道を歩いている僕の横を何台もの車が通り過ぎて行く。毎日の登下校で見る光景だが、

昔は当たり前ではなかったと言う。 

 僕は新潟県南魚沼市に生まれた三兄弟の三男。僕と叔父との一番の接点は「野球」だと思う。叔父

と会うと決まって野球の話になる。野球を始めたのも叔父の影響だ。高校生になった今でも野球を続

けているし、叔父を甲子園に連れて行きたいというのが僕の目標でもある。 

 ある日、母と車に乗って国道を走っていると作業着姿で仕事をしている叔父を見かけた。その時、

初めて母に叔父の仕事について話を聞いた。雪国の冬の道路は滑って事故が起こりやすく大変危険な

状況になる。だから渋滞も起こる。六日町の跨線橋は以前、雪が降ると決まって渋滞が起こっていた

という。朝、会社や学校に行く人達にとって渋滞はとても困難だったといえる。しかしそれを解決し

たのが叔父だ。消雪パイプを取り付けたのだ。その年から渋滞は、すっかり解消され今では車がスム

ーズに通れるようになった。その他にも、平成二十五年の大雪で国道が止まりそうになった五日町ス

キー場の前、平成二十八年長岡で大渋滞が発生した国道八号関係の場所等、様々な場所で消雪パイプ

を設置し人々の生活を支えてきた。 

 僕達の普段の生活は、多くの人達の苦労や困難、そして知恵が集結して初めて造り出せるものなの

だと思う。便利な道路を造ろうと頑張っている叔父の姿と話を聞き、僕も将来、叔父の様に社会に貢

献できる人間になりたいと思う。 

 今日も雪道を歩く僕の横を何台もの車が通り過ぎて行く。 

 



【２９】                              

題名 私のおじいちゃん 

本人氏名 宇土 侑花（うど ゆうか） 

性別 女 

年齢 １８ 

候補者との続柄 孫 

 私が建設業という仕事を深く認識したのは、私が中学一年生の時でした。それは六年前に起きた九

州北部豪雨です。この災害が起きるまで私は、祖父や父の仕事の話を聞いても至って興味がありませ

んでした。 

しかし、災害時に祖父や父達が先頭に立ち、まだ道路に川の泥水が流れているというのに道路の交

通整備をしていました。この時私は避難所にいたのですが、母からこの話を聞いて素直に「凄いな」

と思いました。またこの災害で、会社や祖父母の家は床上浸水となったのですが、会社や家はそっち

のけで崩壊した道路の復旧作業をしている姿を見て、尊敬と同時にこの仕事はなくてはならない仕事

なのだなと、この災害で実感しました。 

私はこの災害以来、以前よりニュース等で建設業関連の話を見かけると興味がわくようになりまし

た。最近の事でいえば、２０２０年に行われる東京オリンピック関連の番組を見ている際に１９６４

年東京オリンピックを陰で支えた人たちとピックアップした話がありました。内容は、東京オリンピ

ックを開催するにあたって必要な首都高の建設に関する事でした。オリンピック開催が迫る中、首都

高建設のためにさまざまな問題を乗り越え完成させた人達にとても感動しました。 

私は、あの災害がなければきっとこの建設業という仕事に対して、興味を持つことはなかったと思い

ます。しかし、あの災害があったからこそ建設業という仕事の大切さや常に私たちを支えてくれてい

るという事に気付きました。それに以前の私であれば、１９６４年の東京オリンピックを陰で支えた

人たちを取り上げた番組を見なかったと思います。私はあの災害の時に、先頭に立って仕事を全うし

ていた祖父にとても感謝しています。 

 



【３０】                              

題名 私の誇り 

本人氏名 雨宮 希成（あめみや きな） 

性別 女 

年齢 ２０ 

候補者との続柄 子 

 父の仕事をする姿を、私は、小さい時から見ています。仕事上出張が多く、日本のあちらこちらに

行っています。家にいる時は、沢山遊んでくれる優しい父です。それでも、仕事で遠くに行ってしま

う時は、今も昔も寂しいです。 

長期出張に行く度に、生活用品などを毎回しっかり準備をして行きます。出張先では、慣れない土地

だけど、一生懸命仕事をしている、そんな姿をずっと見てきた私は、父を尊敬しています。そして、

父が仕事に対する姿勢を、こんなに間近で見られた私は、幸せ者だと思っています。私は今年の 4 月

から社会人です。父のように、一生懸命仕事が出来る社会人になりたいです。 

父は、会社に入社以来、三十年以上、毎日日記を書いています。今日の天気から、仕事の場所、工事

内容等を、毎日欠かさずに書いている事を凄いなと思います。 

父は、母と姉と私をずっと支えてくれました。きっと大変な時や苦しい時があっただろうに、それに

負けず、仕事を頑張ってくれました。今度は、私の番だと思っています。今まで私達にしてくれた事

に比べれば、私が出来る事は小さいけれど、父に恩返しがしたいです。でも、まだまだ私には、分か

らない事が沢山あるので、父にもっと教えてもらいたいと思います。仕事をする上で父を先輩として、

とても頼りにしています。 

父には、これからも元気に、怪我をせず、安全第一で仕事をしてほしいです。 

今まで、本当にありがとう。これからも、どうぞよろしく。父は私の誇りです。 

 



【３１】                              

題名 魔法使いのパパ 

本人氏名 三浦 登夢（みうら とむ） 

性別 男 

年齢 ４ 

候補者との続柄 子 

 僕の名前は、三浦登夢（トム）よ。パパの名前は、三浦幸治です。パパのお腹はパンパン。登夢も

パパのお腹になりたくて、ご飯をいっぱい食べます。二人でアイスも食べます。 

 大きくなって、パパみたいにスイッチやブレーカーをいっぱい持てるようになりたいです。家の中

の明かりを沢山ピカピカつけてくれます。僕も工事のお手伝い沢山しました。登夢もパパのようにマ

ジックを使い、家の中をキラキラにしてママに笑ってもらいたいです。登夢（トム）と結夢（ユイム）

の部屋の電気も雲のような形の可愛い明かりにしてくれて、嬉しかった。 

 パパは、一緒に仮面ライダーごっこをしてくれるので、ベルトをしてアイコンを持って闘いもしま

す。幼稚園のバスに乗るときは、先生や友達を待たせるなと怒るので泣いてしまいます。泣くなと言

われます。友達に泣いたのがバレると言うので涙をふきバスに乗りました。お迎えの時は、バスの中

で友達とパパと呼んで、お友達とお別れします。パパは、お友達に手を振りお別れしてくれます。 

 


